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8月30日（日）、市では直下型地震が発

生したことを想定して、四小（総合訓練会

場）、三沢台小・ニ中（地域防災訓練会場）

の3カ所同時に日野市総合防災訓練を行い

ます。この訓練は、市と防災関係機関相互

の連携・協力を図り、皆さんの参加により

市民一人ひとりの防災行動力を高めていた

だくことを目的に行うものです。お近くの

方は、ぜひこ参加ください。

（防災課）

Ja50 古縁配合寧50%
白色璽65％の

胃生縁を使J11しています。

一

当
日
午
前
8
時
30分
に
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
訓
練
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

――
―地
域
防
災
訓
練
―
―
―

地
域
防
災
訓
練
で
は
、
市
民
が
、
避

難
誘
導
訓
練
、
避
難
所
体
験
訓
練
、
消

火
訓
練
な
ど
の
市
民
自
身
に
よ
る
訓
練

を
行
い
、
災
害
時
の
心
構
え
と
助
け
合

い
を
身
に
つ
け
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
3
0
日
①
午
前
9
時
ー
11

時
30
分
（
雨
天
ま
た
は
校
庭
の
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
）

▽
会
場
11
三
沢
台
小
、

二
中
の
校
庭
・

体
育
館
（
案
内
図
2
.
3
参
照
）

総
合
訓
練
で
は
、
市
や
消
防
署
、
各

防
災
関
係
機
関
に
よ
る
各
種
の
連
携
訓

練
、
市
民
が
参
加
し
た
避
難
誘
導
訓

練
、
避
難
所
体
験
訓
練
、
消
火
訓
練
な

ど
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
H
時
1
1
8
月
3
0
日
①
午
前
9
時
5
1
1

時
30
分
（
雨
天
ま
た
は
校
庭
の
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
）

▽
会
場
11
四
小
の
校
庭
・
体
育
館
（
案

内
図
1
参
照
）
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心
身
に
障
害
の
あ
る
方
に
支
給
し
‘
)
、

医
療
費
の
助
成
や
手
当

．ー
・

心
身
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
に
、

④
児
童
福
祉
施
設
、
精
神
薄
弱
者
援
護

医
療
費
の
助
成
や
手
当
を
支
給
す
る
制
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

度
が
あ
り
ま
す
。
次
の
制
度
の
要
件
等

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

に
当
て
は
ま
る
方
は
、
市
役
所
2
階

障

▽

申

請

に

必

要

な
書
類
11
①
印
鑑
②
医

害
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

療

保

険

証

③
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

お
、
既
に
受
給
し
て
い
る
方
は
、
改
め
愛
の
手
帳

て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

既
に
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
平

♦

成
9

年
中
の
所
得
が
制
限
額
以
下
の
方

●

心

身

障

害

者

医

療

費

助

成

に

は

、

新

し

い

受

給

者

証

を

9
月
1
日

東
京
都
で
は
、
重
度
の
心
身
障
害
が
因
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
受
給
者
の

あ
る
方
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
方
で
、
保
険
証
、
住
所
等
が
変
わ
っ
た

め
、
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
「
⑱
心
身
●
特
別
障
害
者
手
当
等

障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
」
の
交
付
を
国
の
制
度
と
し
て
、
重
度
の
障
害
が

受
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
方
に
次
の
よ
う
な
手
当
が
支
給
さ

▽
対
象
11
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
れ
ま
す
。

る

方

▼

特

別

障

害

者

手

当

①
身
体
障
害
者
手
帳
ー
、

2
級

（

心

臓

▽

対

象

1120
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は

等
の
内
部
障
害
は
3
級
ま
で
）
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

愛
の
手
帳
ー
、

2
度

常

生

活

に

お

い

て

常

時

特

別

の

介

護

を

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
方

（
国
民
健
康
保
険
・
健
康
保
険
な
ど
）
※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

3
カ
月

に

加

入

し

て

い

る

以

上

入

院

し

て

い

る

方

は

除

く

。

③
平
成
9
年
中
の
所
得
（
控
除
後
）
が
▽
手
当
月
額
1
1
2
万
6
千
700
円

所

得

制

限

額

（

別

表

）

以

下

▽

支

給

方

法

11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
5

※
20
歳
未
満
の
方
は
世
帯
主
、
20
歳

以

．

8
．
1
1
.
2
月
に
口
座
振
り
込
み

上
の
方
は
本
人
の
所
得
で
判
定
。
▼
障
害
児
福
祉
手
当

▽
対
象

1120
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

1
級
程
度
、
愛
の
手
帳
1
度
程
度
）
※

施
設
入
所
者
と
障
害
を
支
給
理
由
と
す

る
公
的
年
金
の
受
給
者
は
除
く

▽
手
当
月
額

1
1
1
万
4
千
520
円

▽
支
給
方
法
11
特
別
障
害
者
手
当
と
同

※
両
手
当
共
、
本
人
・
扶
養
義
務
者
等

東
京
都
母
子
福
祉
資
金

貸
付
制
度
が
1

部
改
正

改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
児
童
扶
養
資
金
の
貸
付
対
象
者
は
、

今
月
か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

全
部
ま
た
は

一
部
制
限
さ
れ
る
方
に
な

り
ま
す
。
貸
付
額
は
、
所
得
な
ど
に
応

所得制限額表（控除後）

扶養人数 所得制限額

0人 573万9000円

1人 611万9000円

2人 649万9000円

3人 687万9000円

4人 725万9000円

5人 763万9000円

じ
て
支
給
が
制
限
さ
れ
る
児
童
扶
養
手

当
額
が
限
度
額
に
な
り
ま
す
。

②
修
学
資
金
の
貸
し
付
け
に
、
特
別
貸

付
枠
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
修
学
に
直

接
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
情
に
よ
り
貸

し
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
生
活
福
祉
課
社
会
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
手
当

対
象
者
と
手
当
月
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
、
2
級
、
進
行

性
筋
委
縮
症
、
脳
性
ま
ひ
、
ま
た
は
愛

の
手
帳
1
、
2
、
3
度
…
都
制
度
の
方

1
万
5
千
500
円
、
市
制
度
の
方
1
万
2

千
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
3
、
4
級
、
ま
た

は
愛
の
手
帳
4
度
…
8
千
円

③
難
病
（
都
か
ら
医
療
券
ま
た
は
⑲
受

給
者
証
を
受
け
て
い
る
方
）
…
1
万
円

※
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
が
制
限
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

以
上
い
ず
れ
も
▽
申
請
・
問
合
せ
先

11
障
害
福
祉
課

保
留
地
公
売
の

マ

申
し
込
み
受
付
中

万
願
寺
・
高
幡
・
豊
田
南
区
画
整
理

地
内
保
留
地
の
公
売
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

受
け
付
け
は
8
月
18
日
因
ま
で
（
土

曜
•
8

曜
H

も
受
け
付
け
）
で
す
。

な
お
、
今
回
申
し
込
み
が
な
か
っ
た

り
、
契
約
辞
退
等
が
あ
っ
た
保
留
地
は
、

購
入
希
望
者
に
随
時
公
売
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
前
号
5
面
「
保
留
地
公
売
」
の
記
事

中
の
豊
田
南
地
区
・
表
3
・
整
理
番
号

1
の
面
積
を
、

661
平
方
2
い
と
し
ま
し
た

が、

611
平
方
2
い
の
誤
り
で
す
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
1
課

9
月

l"

マ

教
育
委
員
会
を
開
催

H
野
市
教
育
委
員
会
第
6
回
定
例
会 ▲この旗が目印

東
京
労
働
基
準
局
・
労
災
徴
収
課

当

H
は
、
市
民
参
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
約
100
人
の
市
民
の
方
々
が
作

は、

9
月
1
8
因
午
後
2
時
か
ら
市
役

所
5
階
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先

11
教
育
委
員
会
庶
務
課

原
爆
死
没
者
の

名簿を掲示

．
．

遺
族
を
捜
し
て
い
ま
す

「
広
島
原
爆
供
養
塔
納
骨
名
簿
」
「
長

一
崎
原
爆
無
縁
死
没
者
遺
骨
名
簿
」
を
市

役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
掲
示
し
て
い

ま
す
。広

島
市
の
原
爆
供
養
塔
に
安
置
さ
れ

て
い
る
約
7
万
柱
の
遺
骨
の
う
ち
851
柱

が
、
そ
し
て
、
長
崎
市
の
原
爆
死
没
者

慰
霊
納
骨
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
約
9

千
柱
の
遺
骨
の
う
ち
125
柱
が
、
氏
名
が

判
明
し
て
い
る
の
に
遺
族
の
見
つ
か
ら

な
い
遺
骨
に
な
っ
て
い
ま
す
。

両
市
で
は
、

1
柱
で
も
多
く
の
遺
骨

を
遺
族
へ
お
返
し
し
た
い
と
い
う
趣
旨

で
、
名
簿
を
公
開
し
遺
族
を
調
査
し
て

い
ま
す
。

わ
ず
か
な
手
掛
か
り
で
も
結
構
で
す

の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
名
簿
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
掲
示
期
間

1110
月
30
日
②
ま
で

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課

"
[
J雲〗い
た
業

6
月
7
日
、
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
西

側
の
緑
道
に
市
制
35
周
年
を
記
念
し
て

コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

•
ー"t1
 

業
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
は
約
50
セ
ら
程
度
に
ま
で
順

調
に
育
っ
て
お
り
（
写
真
）
、
秋
に
は

美
し
い
花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
近

く
を
通
る
際
に
は
、
立
ち
寄
っ
て
見
て

く
だ
さ
い
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
日
野
市
観
光
協
会
／
園
日
野
市
環
境

緑
化
協
会
／
市
緑
と
清
流
課
）

••••••••••••••••••••

••••••••••••••.•••••••••••••••• 

•
名
日

▽
1
6
H
I
I
男
女
平
等
推
進
会
議
（
庁
内

会
議
室
）
に
出
席
▽
17
日
11
市
長
相
談

日
（
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
、

2
件
）
、

日
野
市
青
少
年
海
外
派
遣
壮
行
会
（
庁

あ
い

さ
つ

内
会
議
室
）
に
激
励
挨
拶
、
情
報
公
開

審
査
会
諮
問
▽

1
9
H
I
I
浅
川
サ
バ
イ
バ

ル
レ
ー
ス
表
彰
式
（
ふ
れ
あ
い
橋
下
）

に
挨
拶
▽

20
日
11
日
野
市
消
防
団
ポ
ン

プ
操
法
審
査
会
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

に
挨
拶
▽

22
日
11
南
多
摩
斎
場
組
合
議

会
臨
時
会
（
町
田
市
）
に
出
席
▽
23
日

11
南
多
摩
東
部
共
立
病
院
組
合
第
2
回

定
例
議
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
▽

24
日
11
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
東

京
都
協
議
会
総
会
、
東
京
都
市
長
会
厚

生
部
会
、
東
京
都
市
長
会
、
多
摩
地
域

農
業
共
済
事
業
組
合
設
立
推
進
協
議
会

（
い
ず
れ
も
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

25

日
11
市
民
自
治
学
園
（
庁
内
会
議
室
）

に
講
話
▽

2
6
H
I
I
第
4
回
ふ
れ
あ
い
芸

能
祭
（
市
民
会
館
）
に
挨
拶
、
都
民
大

会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
男
子
優
勝
・
女

子
準
優
勝
祝
勝
会
（
日
野
自
工
健
保
ク

ラ
プ
）
に
挨
拶
▽

2
7
8
1
1
多
摩
川
架
橋

促
進
協
議
会
（
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
）
に
出
席
▽

28
日
11
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
等
建
設
促
進
協
議
会
、
三
鷹
．

立
川
間
立
体
化
複
々
線
促
進
協
議
会
合

同
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
）
に
出

席
▽

30
日
11
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
建

設
、
三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々
線
要

請
行
動
（
建
設
省
）

今
月
は
、
労
働
保
険
料
（
第
2
期
）
の
納
期
で

す
。
納
付
書
は
8
月
2
0
H困
ご
ろ
送
付
し
ま
す

官
公
署

だ
よ
り

ー

i

"
り
，ヽ

多
摩
動
物
公
園
で
動
物
園
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

▽
応
募
規
定
11
①
今
年
の
夏
に
園
内
で

動
物
を
撮
影
し
た
も
の
②
八
つ
切
り
ー

四
つ
切
り
で
ネ
ガ
が
あ
る
も
の
（
組
写

真
は
不
可
）

③
応
募
は
1
人
1
点
④
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
⑤
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す

▽
応
募
方
法

1
1
9
月
14
日
①
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
持
参
。
作
品
の
裏
面
に
応
募

用
紙
（
同
園
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
）
を
添
付
し
、
多
摩
動
物
公
園

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
(
〒

1
9
1
_
0
0
4

2
程
久
保
7
の
1
の
1
)

へ

▽
賞
11
最
優
秀
賞
に
盾
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
な
ど
※
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
親

子
を
題
材
に
し
た
も
の
に
特
別
賞
あ
り

（写
真
は
子
象
の
オ
ス
「
パ
オ
」
）

▽
問
合
せ
先

11
同
園

(
n
5
9
1
.
1
6
ー

一
南
平
小
で
「
救
急
の
つ
ど
い
」
と

-
「
普
通
救
命
講
習
」
を
実
施

」
午

▽
日
時

1
1
9
月
6
日
日
午
前
9
時
S

後
0
時
30
分

▽
会
場
11
南
平
小

▽
内
容

11
救
急
の
つ
ど
い
…
講
演
会
、

応
急
手
当
て
体
験
、
救
急
相
談
ほ
か
／

普
通
救
命
講
習
…
心
肺
そ
生
法
、
止
血

法
ほ
か
※
講
習
を
修
了
さ
れ
た
方
に

は
、
「
救
命
技
能
認
定
証
」
を
交
付

▽
費
用
11
普
通
救
命
講
習
の
み
l
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
み

11
普
通
救
命
講
習
の
み
8
月

31
日
由
ま
で
に
写
真

（
脱
帽
・
無
背
景

で
縦
3
袴

x
横
2

.

4
袴）

1
枚
を

H

野
消
防
署
ま
た
は
多
摩
平
・
闇
幡
両
出

張
所
へ
持
参

※
救
急
の
つ
ど
い
は
直
接
会
場
へ
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
消
防
署
救
急
係

(6581
.
0
1
1
9
)
 

＇で

9
9
,
9
9
,
1

，

ー

・

1
!
i
m忍

-10
月
28
日
・
四
日
に

い]兄心

―
屋
外
広
告
物
講
習
会

t
:
・

一
界
日
時

1110
月
28
日
中
・

2
9
H困
午
前

9
時
30
分
ー
午
後
4
時
15
分

▽
会
場

11
都
庁
前
都
民
ホ
ー
ル
（
都
議

会
議
事
堂
1
階
南
側
）

▽
対
象
11
都
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
ん

で
い
る
方
・
営
も
う
と
す
る
方

叉
定
員

11250
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
1
1
4
千
900
円

▽
申
込
書
の
配
布
1
1
8
月
1
0
8叩
か
ら

市
役
所
3
階
管
理
課
管
理
係
で

▽
申
込
み

1
1
9
月
1
日
伏
ー
4
日
②
午

前
9
時
ー
午
後
4
時
30
分
に
申
込
書
と

費
用
を
束
京
都
建
築
指
導
部
監
理
課

（
都
庁
第
二
本
庁
舎

6
0
3
.
5
3
8
8

.
3
3
3
5
)
へ
持
参

ご
み
の
最
終
処
分
場
は
、
健
康
な

8

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
こ

の
処
分
場
を
長
期
間
、
大
切
に
使
っ
て

い
く
た
め
に
、
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

の
P
R
や
ア
イ
デ
ア
を
表
現
し
た
ポ
ス

タ
ー
原
画
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
区
分
11
小
3
以
下
の
部
、
小
4

ー
小
6
の
部
、
中
学
生
の
部
、

一
般
（
高

校
生
以
上
）
の
部

▽
応
募
規
定

11
①
用
紙
の
サ
イ
ズ
や
画

材
は
自
由
②
1
人
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
③
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
④

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す

▽
応
募
方
法

1
1
9
月
30
日
①
ま
で
に
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

へ
持
参
。
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
学
年
（
職
業
）
、
応
募
区

分
を
記
入
し
、
作
品
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
を
添
付

▽
賞
11
最
優
秀
賞
3
万
円
分
、
部
門
賞

1
万
円
分
の
図
書
券
ほ
か
※
全
員
に
参

加
賞
あ
り

▽
問
合
せ
先

11
東
京
都
三
多
摩
地
域
廃

棄
物
広
域
処
分
組
合

(
6
0
4
2
.
3
8
5
.
5

9
4
7
)
 

(
6
面
へ
続
く
）

作
品
募
集

r
J
み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー
原
画

一 消流は一人ひとりの思いやり R
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ツ，p
1
歳
に

な
り
ま
し
だ

池
田
和
希
く
ん
（
い
け
だ
・
か
ず
き
。

平
成
9
年
8
月
1
日
午
後
2
時
56
分

生
ま
れ
。
父
•
恒
さ
ん
、
母
・
か
お

る
さ
ん
。
平
山
四
丁
目
在
住
）

車
の
お
も
ち
ゃ
が
大
好
き
な
和
希

く
ん
。
「
ブ
ー
ブ
ー
」
や
「
ニ
ャ
ー

ニ
ャ
ー
」
と
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な

ッベルクリン反応検査•BCG接種日程表
ツベJ比リンI 判定•BCG

9月1日（火）
敗育、ゞ；，午後2時

ー＂ぷば ～ 3時30

ンクー，み'{＇ 午前9時30分
~11時

2 H 

：ングr・午後2時
~3時 30

→'’, 9’ヽ：t』,午後2時 nロ

ンダ—:i . ~3時 30分

（水）

J u（水）

3H（木）

4日（金）

ll8（金）

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
在
・

B
C
G
接
種

▽
日
時
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り

▽
対
象
11
生
後
3
カ
月
＼

4
歳
未
満

（
接
種
当

H
)
で
B
C
G
接
種
を
一
度

も
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

※
B
C
G
接
種
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

保健・医療

起コ疇
応
検
査
で
陰
性
の
方
の
み
に
実
施
。

▽
注
意
11
①
冊
子
『
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
課
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓
口
、

七
生
・
多
摩
平
両
支
所
で
配
布
）
を
読

ん
で
な
い
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

③
検
温
は
当
日
会
場
で
実
施
④
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
⑤
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
以

外
は
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の

食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付
け
る

た
め
の
教
室
で
す
。

▽
日
時
1
1
9
月
8
日
因
午
前
10
時
ー
1
1

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
講
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
ー
5
カ
月
児
（
平
成

10
年
4
月
l
H
ー
5
月
31
日
生
ま
れ
）

と
親

▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

市
民
健
康
教
室

市
内
の
希
望
す
る
場
所
で
、
無
料
の

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
11
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
会
場
11
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
け

り
、
毎
H
お
母
さ
ん
に
話
し
か
け
て

い
ま
す
。

、

事

重

事

沙

高
橋
拓
也
く
ん
（
た
か
は
し
・
た
＜

や
。
平
成
9
年
8
月
1
H
午
後
2
時

8
分
生
ま
れ
。
父
・
渡
さ
ん
、
千
津

子
さ
ん
。
程
久
保
六

T
H在
住
）

12
キ
ロ
名
も
あ
る
全
身
を
使
っ
て
泣

い
た
り
、
笑
っ
た
り
。
テ
レ
ビ
の
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
と
道
路
を
走
る
車
を
見
る

と
ご
き
げ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

れ
ば
、
市
内
ど
こ
で
も
結
構
で
す

▽
内
容
11
①
日
野
市
医
師
会
の
医
師
、

健
康
課
の
保
健
婦
・
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
の
講
話
②
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相

談
な
ど

▽
対
象
1
1
4
0
歳
以
上
の
市
民
を
主
た
る

構
成
員
と
す
る
15
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▽
定
員
1
1
2
0
組
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

高
齢
者
健
診

対
象
者
に
は
今
月
末
ま
で
に
受
診
票

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
年
に
一
度
の
健

康
診
査
で
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
を
。

孟
期
間
1
1
9
月
1
日
因
S
1
0
月
2
0
日
因

▽
会
場
11
市
内
の
指
定
医
療
機
関

▽
内
容
11
血
圧
、
身
体
測
定
、
視
診
、
打

聴
診
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
便
潜
血
検
査

▽
対
象
1
1
6
5
歳
以
上

(
4
月
1
日
現
在
）

の
市
民

.•••••••••••••••••••••••• 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

マ

つ
い
て
の
講
演
会

▽
日
時
1
1
9
月
2
4
日
困
午
後
1
時
30
分

S
3
時
30
分

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
疾
病
と

治
療
、
生
活
に
つ
い
て

▽
講
師
11
神
田
武
政
氏
（
都
立
神
経
病

院
医
師
）

▽
申
込
み
1
1
9
月
18
日
②
ま
で
に
南
多

摩
保
健
所
保
健
指
導
係

(6042.371.

7
6
6
1
)

へ

←~口
←--

8月後期休日診療医
診療時間：午前 9時～正午

午後 1時～ 5時

⑤指定居宅介護
支援事業者
ケアブラン作成

◎ 江渕医院（外胃内・皮科） 落川診療所（内・児科）
多摩平3-36-1ft581-0475 落川345C591-5216

日野台三丁目

一道 ）至

且

1 圃皿砿阻••

闘＂

意見書
↓ ↑ 

〇介護認定審査会

介
榎
保
険
制
度
①

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
の
要
介
護
状

態
、
ま
た
は
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

な
要
支
援
状
態
に
あ
る
こ
と
の
認
定
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
は
次

の
と
お
り
で
す
（
図
参
照
）
。

①
申
請

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者

は
、
申
請
書
に
被
保
険
者
証
を
添
え
て

市
役
所
、
あ
る
い
は
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
機
関
（
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
等
）
に
申
請
し
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
訪
問
調
査

申
請
を
受
け
て
、
市
の
職
員
ま
た
は

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者

な
ど
の
職
員

（
介
護
支
援

専
門
員
）
が

訪
問
し
、
日

常
生
活
動
作

や
痴
ほ
う
の

問
題
行
動
の

状
況
な
ど
85

項
目
程
度
の

調
査
を
、
全

国
共
通
の
調

査
票
に
基
づ

|
0申
請

i

↑

◎
訪
問
調
査

闘」
5
m
交
流
扁
圧
軍
界
保
健
装
間

交
流
高
圧
電
界
保
健
装
置
（
写
真
）

は
、
専
用
の
い
す
に
座
る
だ
け
で
、
体

の
新
陳
代
謝
機
能
を
活
発
に
す
る
機
械

で
す
。
無
料
で
す
の
で
、
お
試
し
く
だ

さ
い
。

▽
利
用
日
時
11
火
曜
日
ー
日
曜
日
午
前

9
時
ー
午
後
10
時
※
体
の
具
合
・
病
気

に
よ
っ
て
は
、
使
用
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す

▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館

▽
利
用
人
数
1
1
2
人
ま
で

▽
注
意
11
①
専
用
の
待
合
場
所
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場
で
お
待
ち
い
た

だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
②
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
を

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
福
祉
係

小松医院（内・児・胃放科） ― 加藤医院（内・児科）

多摩平4-9-1ff58 l-0474 百草920-170591-7578

市立総合

； 
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●休日準夜診療所
診療日 8月 15 日（土）・ 16 日（日）・ 22 日（土）・ 23 日（日）・ 29 日（土）•30 日（日）

診療時間 午後 7時30分～ 10時30分

診療科目 内科・小児科

日野本町 1-7-2
場 所 生活・保健センター分室

云584-1661 

● 8月後期救急病院

市立総合病院

ff (581)2677 

花輪病院

ff (582)0061 -... 2 

い
て
行
い
ま
す
。

③
一
次
判
定

調
査
結
果
を
国
が
開
発
し
た
全
国
共

通
の
要
介
護
認
定
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
、

自
立
、
要
支
援
、
要
介
護
度

(
1
S
5
)

の
い
ず
れ
か
を
判
定
し
ま
す
。

④
介
護
認
定
審
査
会

市
は
、
一
次
判
定
資
料
、
か
か
り
つ

け
医
の
意
見
書
、
調
査
員
の
特
記
事
項

を
審
査
会
に
提
出
し
ま
す
。
保
健
・
医

療
•
福
祉
な
ど
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ

る
審
査
会
で
は
、
全
国
一
律
の
客
観
的

な
認
定
基
準
に
よ
り
、
審
査
・
判
定
を

行
い
ま
す
。

市
で
は
、
審
査
会
の
判
定
結
果
に
基

づ
い
て
認
定
を
し
、
被
保
険
者
に
通
知

し
ま
す
。
要
支
援
者
ま
た
は
要
介
護
者

に
該
当
し
な
い
場
合
は
却
下
の
通
知
を

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
通
知
は
、
申
請
か

ら
30
日
以
内
に
行
い
ま
す
。
判
定
結
果

に
疑
義
が
あ
る
場
合
に
は
、
不
服
申
し

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
介
護
保
険
準
備
室
）

●休日歯科応急診療所
診療日 8月16日（日）・ 23日（日） •30 日（日）

診療時間
午前 9時～正午、午後 1時～ 5時
（受け付けは午後4時まで）

場 所
高幡 308-l福祉支援センター内

ロ・回594-2111 

宿日直予定表
（注）診療科目は変更される場合があります。事前に

日野消防署 (ff581-0119)へお問い合わせを。

（
午
後
・
夜
）
整
形
外
科

2
2
9
（

午

前

）

児

・

外

科

ヽ`＇’
21
頃

眼

科

20g
耳

鼻

咽

喉

科

‘,‘-

9
水

眼

、,``

ー
18g
整

17
⑤

内

科

形

外

科 科

外

科
内

科

内

科

内

科
内

科

内
・
外
科

）
（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（

午

後

）

整

形

外

科

（
（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

29
土

28
②

内

科

品

内

科

268
耳

鼻

咽

喉

科

思
3

整

24
⑤

内

科

形

外

科

外

科
内

科

内

科
内

科

内

科

内
・
外
科
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1人1

利用できる

市海の家
計につき

日野市海の家事業

問合せ先 （株）日野市企業公社(ff587-2437) 

担 当 生活課(ft58l -4 1 12) 

2,000 Plを補助します
日野市海の家事業を利用して、沼津市内と佐渡が島

両津市内で泊まると、大人 1人 1泊 2千円の補助が出

ます。子供も 4千円以上支払う場合には同額の補助が

出ます。 1回の利用は 4泊まで可能です。ぜひご利用

ください。今号では、秋の沼津と両津（佐渡が島）の

魅力も併せて紹介します。

海の家事業こ利用システム

I日野市民I
マ

2週間前までに、電話で各観光協会に「日野市海の家
事業を利用したい」旨を伝え、お申し込みください。

—.—•9-•一-マ

両津市観光協会 沼津観光協会
ft0259-23-3300 云0559-63-3228

各観光協会が、人数・場所・予算など、希望にあっ
た宿泊施設をご紹介します。

マ

宿泊先決定
ご希望の宿泊施設をお選び下さい。
（注）両津市内に宿泊の方は、観光協会の指示に従って、

予約金を支払ってください（予約金分は宿で精算されます） 。

一マ
宿泊•_"算

お帰りの際、宿で1人1泊iこつき2,000円を差し引い
た金額をお支払いください。

※市内事業所の福利厚生活動（聴場内の親睦くし
んぼく〉旅行等）にも利用できます。詳しくは、
（株）日野市企業公社へ。

とれたての味と
史跡を訪ねて 秋の沼津、 両津へ

1たわわに実るミカン、文学の史跡の|

牧
水
顕
彰
全
国
大
会
、

淳
』

＂

沼
津
牧
水
祭
碑
前
祭

■新宿から沼

津まで、 JR
の特急あさぎ

りで約 2時間

■日野から沼

津まで、自動

車で約 2時間

30分

今年は、千本の地をこよなく愛

した牧水の没後 70周年です。この

機会に、全国の牧水ゆかりの地か

ら感動的なメ ッセージが寄せられ、

岡村喬生の歌とトークで牧水をし

のびます。写真は沼津若山牧水記

念館。

その他のイベント

日 程 イベント名 内容

沼津御用邸記念公園で、

10月 1日（木） JAPAN ART 
竹のインスタレーション
（仮設の芸術作品）の展

、- FESTIVAL 示や 8本の伝統芸能が楽

11月 15日（日） IN沼津 '98
しめます。荘厳な雰囲気
の中、日本の風雅を堪能
してみませんか。

11月 3日（祝）
日本三大菊まつりの一つ。

沼津御用邸 l、300鉢を超える菊を、
J-

記念公園菊華展 潮騒と松のかもしだす静

15日（日） けさの中で観賞できます。

11月 8日（日）
ぬまづダンスフ 潮黒「沼の潮よ終津さ高風着こ鳴駅いにる踊ア南「奥りレ国」駿ン土河をジ佐。、湾の

ェスタ '98 でしいにぎわいと踊りの？新輪

が街を包みます。

酒、年す，，や恩カ家。唯秋Hの所緬庭一の徳に寺現例円を建（存満大にもて祭すがちっらで祈るめてれ酒願はん全た塚、さじ国

11月 22日（日） 66 中
で の． 酒塚供養祭
康毎あ 健）れ。

23日（祝）
ま 。

その他のイベント

日 程 イペント名 内容

9月 1日（火）
今年から通年のイベントにな

味海道錦の
った味海道。 1泊朝食つきで 1

人夕5,5食00は円別（途税2別,500）。ホテルで‘_, 
の 円（税別）

11月30日（月）
陣 からとなっています。プラス

1,000円でエピ食べ放題。

9月5日（土）
9月、 10月は重要無形文化財

天領佐渡両津 保持者が特別出演。涼風わた． る松林の中、夜空に荘厳な調

10月3日（土）
市薪能 べが響き、幽玄の世界へと誘

います。観覧料500円。

久知八幡宮例
花笠踊りをはじめ、刀刀（と

9月15日（祝）
うとう）やしし舞、鬼の舞な

祭 ど独特な芸能が、古式ゆかし
＜奉納されます。

会場は島内唯一の魚市場。鮮

第 6回佐渡さ 魚、海産物が大特価。タラ汁

10月 18日（日） （無料）のうまさに舌つづみ！
かな ま つ り 巨大なマグロを解体する包丁

さぱきも真近で見られます。

1日本文化が色濃い、~~~J

東海岸・水津漁港（両津市街から車

で 30分）はエビ・カニの本場。2、000円

で、食べて飲んで、佐渡の芸能も満喫

できます。予約制ですので、 10月 28 

（金）までに佐渡観光総合案内所 (ff

0259-23-3300)へお申し込みください。

定員 800人。

両淳
第
14
回

電
王
エ
ピ
・
カ
ニ
ま
つ
り

＂`
 

■東京から佐渡が島まで、

JRとジェットフォイル

（超高速船）で約 3時間

30分

■l入間インターチェンジ

か ら 両 津 ま で 、 自 動 車 と

フェリーで約 6時間 50分

.`’’~ 
→‘̀～ .... 

▲乗鞍高原日野山荘

◄ 八ヶ岳高原大成荘

＿ 支えあい助けあうまち H野のまち

圏
H
野
市
企
業
公
社
で
は
、
乗
鞍
岳

山
頂
に
程
近
い
、
位
ヶ
原

一
帯
の
木
々

が一
一一
段
紅
葉
に
彩
ら
れ
る

9
月
の
末
に

バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。
宿
泊
施
設

は
、
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
と
八
ヶ
岳
高

原
大
成
荘
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽

H
程

1
1
9
月
28
日
①
ー
3
0
H
困

(
2

泊
3
日）

▽
集
合

1
1
2
8
H
午
前
8
時
（
時
間
厳
守
）

に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
※
解
散
は

30
日
午
後
5
時
ご
ろ
同
所
で

▽
コ
ー
ス

11
乗
鞍
高
原
、
畳
平
、
上
高

地
、
清
里
ほ
か

▽
対
象

11
市
内
在
住
の
健
康
な
方

▽
定
員

1138
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
、

初
め
て
の
方
を
優
先
し
、
抽
選
。
9
月

1
日
ご
ろ
に
抽
選
結
果
発
送
予
定
。
宿

泊
の
部
屋
割
り
は
、
男
女
別
の
相
部
屋

と
な
り
ま
す

▽
費
用

1
1
2
万
9
千
円

▽
申
込
み

1
1
8
月
24
日

Un
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
・
電
話
番
号
・
性
別
を
、
返
信
用
表

面
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

圏
日
野
市
企
業
公
社
(
〒

1
9
1
1
0
0
1

1
日
野
本
町
2
の
4
の
7
)

へ

▽
問
合
せ
先

11
ぼ
日
野
市
企
業
公
社

(
6
5
8
7
.
2
4
3
7
)
 

゜
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産経新聞生活情報センター ・企画委員 大名 英枡

”
ア
ク
テ
イ
プ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
き
っ
か
け
“

‘

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
統
計
で
は
、

高
齢
者
の

7
1
%、
若
者
の

40
数
％
が
こ

れ
か
ら
の
社
会
が
暗
く
な
る
と
答
え
て

い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
、
高
齢
社
会
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
い

9
 

て
き
た
人
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
至

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
”
ア
ク
テ
ィ

プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
“
の
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
旨
は
、
前

向
き
に
積
極
的
に
世
の
中
を
生
き
よ
う
、

そ
う
す
れ
ば
元
気
に
な
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
き
ょ
う
は
こ
の
こ
と
を
軸
に

し
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
最
初
に
紹
介
す
る
人
は
、
映

画
監
督
の
新
藤
兼
人
さ
ん
で
す
。
伴
侶

で
あ
っ
た
乙
羽
信
子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ

た
ば
か
り
で
し
た
が
、
『
午
後
の
遺
言

状
j

と
い
う
映
画
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

新
藤
監
督
は
、
「
年
と
っ
た
人
は
挫
折

を
乗
り
越
え
実
績
を
積
ん
で
き
た
歴
史

が
あ
る
。
年
を
と
る
と
い
ろ
い
ろ
と
削

っ
て
何
が
残
る
か
と
不
安
に
な
る
こ
と

も
あ
る
が
、
そ
の
削
っ
て
残
っ
た
も
の

が
大
事
で
あ
り
、
自
分
流
に
生
き
れ
ば

い
い
」
。
彼
は
あ
え
て
孤
独
に
な
る
べ

き
だ
と
言
い
ま
し
た
。私
の
解
釈
で
は
、

お
年
寄
り
は
孤
独
だ
け
れ
ど
、
人
に
頼

ら
ず
、
自
立
し
な
さ
い
と
い
う
ふ
う
に

と
ら
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
自
分

も
よ
く
見
つ
め
な
く
て
は
い
け
な
い
、

内
省
の
と
き
が
き
た
と
思
い
ま
す
。

次
に
紹
介
す
る
人
は
少
し
趣
が
違
う

か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
春
山
満

さ
ん
と
い
う
方
で
す
。

『
ど
な
い
し
ま

し
ょ
う
、
こ
の
寿
命
』
と
い
う
本
も
書

き
、
大
阪
で
年
商
5
億
円
の
社
長
を
し

て
い
ま
す
。
彼
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
い
う
病
気
を
26
歳
で
発
病
、
現
在
43

歳
で
す
が
、

2
、
3
年
後
ど
う
な
る
わ

か
ら
な
い
と
い
う
状
態
で
す
。

彼
の
言
葉
で
最
初
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
”
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

（
一
時
的
な
健
康
者
）
“
と
い
う
言
葉
で

す
。
彼
は
「
赤
ち
ゃ
ん
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
だ
」
と
言
う
の
で
す
。
そ
こ
か
ら

考
え
は
始
ま
る
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、

何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

し
、
言
っ
た
と
お
り
の
こ
と
を
し
な
い
。

そ
し
て
高
齢
者
に
な
る
と
再
び
障
害
者

に
な
り
ま
す
。
そ
の
人
生
の
真
ん
中
だ

け
が
”
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
“

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。．
今、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
も
っ
と
進
ん
で

い
る
の
が
ア
メ
リ
カ
で
、
「
す
べ
て
人

は
障
害
を
持
っ
て
い
る
障
害
者
だ
」
と

考
え
て
い
ま
す
。
健
康
な
の
は

一
時
的

に
過
ぎ
な
い
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
逆
転
の
発
想
で
す
。
障

害
者
と
同
じ
目
線
で
見
た
ら
物
事
は
ず

い
ぶ
ん
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す。
前
出
の
春
山
さ
ん
も
自
分
の
障
害
を

私
が
出
会
っ
た
人
々

一ぷtt柑fi-
おおぐし ひであき

1946年生まれ。 70年産経新聞社入社。

社会部ロッキード事件取材班、 8航機

墜落事故キャップを経て、現在、生活

情報センター企画委員として「高齢社

会をより良く生きる」をテーマにアク

ティブ・キャンペーンを実施中

バ
ネ
に
し
て
生
き
る
、
い
か
に
も
大
阪

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
す
。
彼
の
有
名
な

発
明
が
あ
り
ま
す
。
自
動
販
売
機
を
み

な
さ
ん
も
利
用
す
る
と
思
い
ま
す
。
腰

を
か
が
め
て
と
る
の
が
嫌
で
す
し
、
缶

を
取
る
の
は
面
倒
く
さ
い
。
彼
は
こ
の

考
え
を
商
品
に
し
た
の
で
す
。
車
い
す

の
高
さ
で
お
金
を
入
れ
る
と
そ
の
ま
ま

の
高
さ
で
缶
が
出
て
く
る
。
都
合
の
い

い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
す
が
、
何
で
こ

う
い
う
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
商
品
名
を
挙

げ
て
い
い
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ベ
ン
ダ
ー
マ
シ

ン
と
言
い
ま
す
。
日
本
で

一
番
最
初
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
を
彼
が
使

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
世
の
中
に
な

っ
た
か
ら
こ
そ
発
想
を
変
え
て
生
き

る
、
視
点
を
変
え
て
み
る
こ
と
が
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

海
外
と
日
本
の
r

し

，
意
識
の
違
い

一

次
の
話
は
、
「
み
と
り
」
。
英
語
で
い

う
ホ
ス
ピ
ス
に
つ
い
て
で
す
が
、
医
療

関
係
者
の
間
で
は
純
然
た
る
ホ
ス
ピ
ス

施
設
と
い
う
の
は
日
本
に
は
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
、

高
級
住
宅
地
に
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
が

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
老
人
医
療
施
設

と
特
養
ホ
ー
ム
が

一
緒
に
な
っ
た
よ
う

な
施
設
で
日
本
に
は
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
に
入
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
と
聞
き
ま
し
た
。
例
え
ば
総
資
産
、

土
地
・
建
物
を
含
め
て
1
万
6
千
ポ
ン

ド、

H
本
円
に
し
て
352
万
円
、
こ
れ
以

上
あ
る
人
は
全
額
自
己
負
担
。
そ
れ
以

下
し
か
資
産
が
な
い
人
は
、

一
部
負
担

か
年
金
払
い
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
基

最
後
に
、
毎
年
、
ア
ク
テ
イ
プ
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
提
言
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
そ
の

心
の
自
立
と
は

準
な
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
の
は

”
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
“
と
、
か

つ
て
社
会
保
障
の
国
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
全
く
様
相
を
異
に
し
て
い

ま
す
。
も
う

一
っ
加
え
ま
す
と
、
資
産

の
352
万
と
毎
月
の
生
活
費
40
万
円
を
払

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
1
千
万
円
あ

っ
て
も
す
ぐ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
結
論
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

持
っ
て
い
る
資
産
を
す
べ
て
投
げ
出
さ

な
い
と
施
設
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
ロ
ン
ド
ン
は
も
う
そ
こ
ま
で
い

っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
日
本
も
そ
う
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
資
産
を
投
げ
出

さ
な
い
と
施
設
に
入
れ
な
い
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
通
訳
の

方
が
、
「
子
供
に
面
倒
を
み
て
も
ら
う
と

い
う
発
想
が
そ
も
そ
も
デ
ン
マ
ー
ク
に

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
財
産
を

勝
手
に
使
え
る
の
で
す
」
と
言
う
の
で

す
。
春
山
さ
ん
は
「
日
本
も
そ
う
な
る

よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で

一
番
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は

特
養
ホ
ー
ム
で
す
。
入
り
た
い
と
い
う

人
が

200S300
人
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、

2
年
か
か
っ
て
も
多
分

入
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
入
ろ
う
と
思
っ

た
ら
財
産
を
す
べ
て
投
げ
出
さ
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

特
養
ホ
ー
ム
と
い
う
の
は
所
得
に
応

じ
て
お
金
を
と
る
の
で
す
。
も
は
や

8

本
は
イ
ギ
リ
ス
型
を
踏
襲
し
始
め
た
ん

で
す
。

結
果
を
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
優
秀

で
選
ん
だ
の
は

『お
っ

ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
』

と
い
う
大
阪
に
住
む
40

歳
の
女
性
の
テ
ー
マ
で

す
。
こ
の
人
は
3
歳
の

お
う
だ
ん

と
き
に
黄
疸
に
か
か

り
、
現
在
、
重
度
の
脳

性
・
小
児
マ
ヒ
で
す
。

新
藤
監
督
は
「
こ
れ
は

文
章
で
は
な
く
声
だ
。

思
っ
て
い
る
と
お
り
を

書
い
て
い
る
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。
原
稿

の
一
番
最
後
の
マ
ス
目

を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

「
左
足
で
書
き
ま
し
た
」

と
あ
り
ま
す
。
左
足
で

書
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、

全
部
マ
ス
目
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

彼
女
は
40
年
間
努
力
し

た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
文
章
を
簡
単
に

言

っ
と
、
毎
日
、
始
発

電
車
に
乗
っ
て
暗
い
う

ち
に
出
発
し
暗
く
な
っ

て
か
ら
帰
っ
て
く
る
。

な
ぜ
そ
う
す
る
か
と
い

う
と
、
人
に
迷
惑
か
け

た
く
な
い
。
あ
る
日
、

お
っ
ち
ゃ
ん
が
帰
り
を

つ
き
添
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
う
ち
お
っ
ち
ゃ
ん

も
い
な
く
な
っ
た
。
あ
と
で
聞
き
ま
し

た
ら
、
そ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
は

一
っ
電
車

を
遅
ら
せ
て
、
彼
女
が
帰
っ
た
か
ど
う

か
を
毎
日
毎
日
確
か
め
て
い
た
の
で
す
。

国
の
サ
ポ
ー
ト
と
か
人
の
サ
ポ
ー
ト
と

か
言
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
サ
ポ
ー
ト

の
仕
方
も
あ
る
わ
け
で
す
。
彼
女
は
今

ま
で
1
人
で
帰
れ
た
と
思
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、

一
っ
電
車
を

遅
ら
せ
て
お
っ
ち
ゃ
ん
は
見
守
っ
て
く

れ
て
い
た
。
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
の
は
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
の

が
新
藤
さ
ん
の
感
想
で
す
。
こ
う
い
う

障
害
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
私
た

ち
と
対
極
で
す
ね
。
社
会
の
対
極
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

こ
の
よ
う
に
自
立
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
も
、
ご
く
自
然
に
。
そ
れ
は
そ
の

人
の
素
質
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
ご

く
自
然
に
何
気
な
い
サ
ポ
ー
ト
の
中
か

ら
自
立
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の

H
本

の
自
立
と
い
い
ま
す
か
、
私
た
ち
が
自

立
し
て
い
く
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。
大
げ
さ
で
な
く
て
い
い
の

で
す
。

一
歩

一
歩
階
段
を
踏
み
し
め
る

し
か
な
い
の
で
す
。
心
の
自
立
と
言
い

換
え
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
う
一
度
考
え
匝

し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
私
の
結
論
で

す
。
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
き
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
の
こ
と
を
頭
の

中
に
入
れ
な
が
ら
自
分
の
生
き
方
を
も

う

一
度
問
う
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎ ともにfをとり うるおいのあるまちに
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バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

（
野
鳥
の
木
彫
り
）
教
室

公艮鶴
唸心

の
。唸し

お申し込みは

ff581-7580 

国
際
理
解
講
座

n眠
近
の
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
」

．．
． 

己
言
ご
彎
』
書
言
』
が
出
来
る
ま
で
●
●
●

バ
ス
見
学
会

＇r

＿＿＿＿---＝

ー
古
紙
再
生
工
場
と
柿
田
川
湧
水
を
訪
ね
る
ー

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
は
野
鳥
の
彫

刻
で
、
狩
猟
用
に
使
わ
れ
て
い
た
カ

モ
の
形
の
お
と
り
が
発
展
し
て
芸
術

作
品
と
な
っ
た
も
の
で
す
。今
回
は
、

ハ
マ
シ
ギ
を
製
作
し
ま
す
。

▽
日
時

1
1
9

月
25
日
②
、

ー`
，

0
月
9
8
金,1

,
 

ー-23
日
②
、

11
月
1
3
日
②

ヽ

.
7
日
金（
 

2
 

12
月
11
日
②

-25
日
②
午

後
2
時
S

4

....「帰ってきたぞう」の誕生を見学しましょう
5 時 2 ▽すどの田も国ま な て 紙 作 き こ 見
時 30日日 ゜を保川選名すと一、エったの学今

分（水）時 見全でば水 °を再場てぞ→会回
S午 II 学状‘れ百ま見生をいう帰での
午前 9 し況水た選た学工訪る←っはバ
後 7 月 まな系柿に全し程ね製をて‘ス

時▽
会
場

11
中
央
公
民
館

▽
講
師

11
水
上
清

一
氏
（
野
鳥
彫
刻

家）▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

叉
疋
員

1130
人
（
先
着
順
）

▽
費
用

1
1
2
千
100
円
（
材
料
費
ほ
か
）

▽
持
ち
物

11
筆
記
用
具
、
定
規
、
エ
プ

ロ
ン
、
木
綿
の
ボ
ロ
布
、
サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
、
切
り
出
し
ナ
イ
フ
、
彫
刻
刀

※
申
し
込
み
を
。

今
年
に
な

っ
て
ア
ジ
ア
の
各
地
で

大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

動
き
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
キ
ス
タ

ン
・
イ
ン
ド
・
香
港
・
ア
ジ
ア
経
済

危
機
）
と
背
景
（
社
会
・
民
族
・
文

化
•
生
活
・
政
治
）
に
つ
い
て
の
講

演
を
行
い
ま
す
。

▽

8
時
1
1
9
月
1
3
日
印
午
後
2
時
S

4
時

▽
会
場

11
中
央
公
民
館

日
野
市
民
の
皆
さ
ん
が
分
別
し
て

出
し
た
新
聞
紙
な
ど
を
再
生
し
て
出

来
た
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
「
帰
っ

て
き
た
ぞ
う
」
。

▽
見
学
場
所

11
春
日
製
紙
工
業
株
式

会
社
（
富
士
市
）
、
柿
田
川
公
園
（
清
水

町）▽
定
員
1140
人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
11
昼
食
、
飲
み
物
※
滑
ら

な
い
靴
で
参
加
を

▽
申
込
み

1
1
8
月
1
7
H
①
か
ら
生
活

課
(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

自
然
体
験
広
場
で

映
画
鑑
賞
〗
ょ
う

今
月
31
日
①
ま
で
仲
田
小
南
側
で

開
設
し
て
い
る
「
自
然
体
験
広
場
」

で
、
野
外
映
画
会
を
行
い
ま
す
。
夏

休
み
の
終
わ
り
に
野
外
映
画
会
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
時

1
1
8
月
28
日
②
午
後
7
時
か

ら
※
雨
天
実
施

▽
会
場

11
自
然
体
験
広
場
（
日
野
本

町
6
の
1
の
3
仲
田
小
隣
）

▽
作
品

11
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と
魔
法

の
帽
子
、
ム
ー
ミ
ン

S
落
ち
て
き
た

た
星
の
子

※
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

。

▽
問
合
せ
先

11
生
涯
学
習
課

▽
講
師

11
山
本
英
治
氏
（
東
京
女
子

大
学
教
授
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
定
員

1140
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

以
上
▽
問
合
せ
先

11
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
 

サ
ッ
カ
ー
審
判
講
習
会

(
4級
審
判
員
）

▽
日
時

1
1
9
月
1
3
8
①
午
前
8
時
30

分

S
午
後
4
時

▽
会
場
11
午
前
…
市
役
所
5
階
505
会

議
室
／
午
後
…
市
民
陸
上
競
技
場
※

雨
天
は
七
小
体
育
館

▽
講
師

11
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
協
会
審

判
委
員
会
講
師

▽
費
用

1
1
8
千
円
（
登
録
料
ほ
か
）

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具
、
上
半
身
脱

帽
の
写
真

2
枚
（
縦

40
ミリ
X

横

30

ミリ
）
、
運
動
可
能
な
服
装
※
市
民
体

育
大
会
参
加
チ
ー
ム
は
必
ず
参
加
を

▽
申
込
み

11
当
日
会
場
で

▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■サ
ッ
カ
ー

▽
日
程

1
1
9
月
27
日
①
か
ら
の
日
曜

日
、
祝
日

▽
会
場

11
市
民
陸
上
競
技
場
ほ
か

▽
種
目

11
一
般
、
中
学
生
、
小
学
3
.

4
年
生
、
同
5
.
6
年
生
、
壮
年
、
女
子

小
学
生

(
8
人
制
）
、
女
子
中
学
生
以
上

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

で
構
成
す
る
チ
ー
ム
（
登
録
20
人
以

内
、
壮
年
は
登
録
25
人
以
内
）
※
各

チ
ー
ム
に

4
級
審
判
員
が
い
る
こ
と

▽
費
用

1
1
1
チ
ー
ム

6
千
円
（
小
・

中
学
生
、
女
子
は

3
千
円
）

T
主
将
会
議

1
1
9
月
7
日
①
午
後
7

時
か
ら
市
役
所
5
階
505
会
議
室
で

▽
申
込
み

1
1
9
月
4
日
②
ま
で
に
申

込
書

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
）

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
で

1
日

の
疲
れ
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

1
1
9
月
3
0
8
¥
1
0
月
28
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
30
分
ー
8
時

30
分

叉
盃
場

11
日
野
自
動
車
工
業
内
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

文
定
員
1130
人

▽
費
用

11100
円

▽
申
込
み

1
1
8
月
28
日
②
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
日

野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(〒

1
9
1
1
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
プ
レ
ー
菊

庶
料
配
布

⑭
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
は
、

菊
の
苗
（
用
土
、
肥
料
付
き
）
を
市

内
7
会
場
で
無
料
配
布
し
ま
す

(
1

人
4
本
程
度
）

。
菊
は
ポ
ッ
ト
マ
ム

と
ス
プ
レ
ー
菊
で
美
し
い
花
が
咲

き
、
育
て
や
す
い
品
種
で
す
。
花
壇

や
鉢
に
植
え
て
、
庭
を
市
の
花
「
菊
」

で
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
秋
に
は
配
布
し
た
苗
に
よ

去
る

7
月
16
日
、
市
内
の
公
立
中

市
民
体
育
大
会
の
お
知
ら
せ

に
記
入
し
、
市
役
所

5
階
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
持
参
※
土
曜
・
日
曜
日
は

除
く

▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■イ
ン
デ
ィ
ア
カ

▽
日
時
1
1
9
月
6
日
①
午
前
8
時
30

分
か
ら

▽
会
場
11
南
平
体
育
館

▽
種
目

11
中
学
生
以
上
女
子
、
混
合

（
常
時
女
子
が

2
人
以
上
コ
ー
ト
に

い
る
こ
と
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
※

1
チ
ー
ム

4
S
7
人

▽
費
用

1
1
1
人
500
円

了
主
将
会
議

1
1
8
月
22
日
田
午
後
6

時
30
分
か
ら
南
平
体
育
館
で

叉
申
込
み

11
申
込
書

（
市
役
所
5
階

•••••••••••••••••••• 
る
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
8
月
22
日
山
午
前
9
時
30

分
か
ら
※
雨
天
実
施

▽
会
場
・
定
員

11
ぼ
日
野
市
環
境
緑

化
協
会
事
務
所
（
日
野
中
央
公
園
南

側
）
…
先
着
400
人
／
旭
が
丘
中
央
公

園
…
同
200
人
／
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ

公
園
管
理
事
務
所
前
…
同
200
人
／
平

山
地
区
セ
ン
タ
ー
…
同
210
人
／
束
京

南
農
協
七
生
支
店
…
同

250
人
／
金
田

公
園
内
…
同
150
人
／
万
願
寺
8
号
公

園
内
（
東
部
会
館
裏
）
…
同
150
人

篇

合

せ

先

11
閲
日
野
市
環
境
緑
化

協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

I
I

-.量

,1
占

元
産
野
菜
の
即
売
会

曜
市
の
開
催

東
京
南
農
協
青
壮
年
部
に
よ
り
、

農
産
物
即
売
会
が
開
か
れ
ま
す
。

▽
日
程
1
1
8
月
29
日
山

▽
会
場
・
時
間

11
①
多
摩
平
第
七
公

園
・
・
・
午
前
10
時
＼
午
後
4
時
②
束
京

南
農
協
七
生
支
店
…
午
前
10
時
か
ら

と
午
後
3
時
か
ら

▽
問
合
せ
先

11
東
京
南
農
協
日
野
支

店

(
6
5
8
3
.
2
1
1
1
)
／
同
七
生

支
店

(
6
5
9
1
.
2
0
1
2
)
／
市
産

業
振
興
課

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催

▽体▽ ▽庭 2 ▽ ▽ -----問登参会 ：時 区日
合録 加場 4 ② 分程
せ証資 II 時テ・ II

先を 格市 ④ 二時 8
II 持 II 役ナス問月
ス 参 団所イコ II 20 
ポし体 5 夕 l① 日
lた 登 階 l卜体（木）
ツ 方 録 505 :：育
振を会 6 3 館
興 し議時時：
課‘室 ③ 午

団 校後

中
学
校
体
育
施
設
開
放

9
月
分
利
用
抽
選
会

一
▲活発に意見交換が…

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
）
に
費
用

を
添
え
て
主
将
会
議
で

▽
問
合
せ
先
11
新
谷

(
6
5
8
6
.
1
3

6
8
)
 

■ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

▽
日
時

1
1
9
月
13
日
（
午
前
9
時
か

ら▽
会
場

11
南
平
体
育
館

▽
種
目

11
初
心
者
・
小
学
生
・
中
学

生
ダ
ブ
ル
ス
、
男
・
女
・
混
合
ダ
プ

ル
ス
※
希
望
者
は
シ
ン
グ
ル
ス
あ
り

▽
費
用

1
1
1
ペ
ア

500
円

7
申
込
み

1
1
9
月
2
日
困
ま
で
に
申

込
書

（
市
役
所

5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
と
費
用

を
定
額
小
為
替
か
現
金
書
留
で
、

三

沢
佳
紀
(
〒
1
9
1
1
0
0
3
4
落
川
184

の
4
)

へ

▽
問
合
せ
先
11
三
沢

(
6
5
9
1
.
6
5

2

4
夜
問
）

学
校
8
校
の
生
徒
会
役
員
約
60
人
が

四
中
に
集
ま
り
、

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト

を
開
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
身
近

な
様
々
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
、
熱

心
に
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
中
学
生
の
非
行
問
題
の
報

道
が
目
立
つ
中
、
市
内
の
中
学
生
た

ち
は
、
地
道
に
、

真
剣
に
自
分
た
ち

の
活
動
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
な
に
げ

な
く
流
し
て
い
る
下
水
。
そ
の
下
水

を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

言
口
時

1
1
8
月
21
日
②
午
前
9
時
30

分
ー
午
後
4
時
※
雨
天
実
施
。
入
場

は
3
時
ま
で

▽
会
場

11
東
京
都
下
水
道
局
浅
川
処

理
場
（
石
田

236
都
立

8
野
高
校
裏
）

▽
内
容

11
水
を
調
べ
る
、
下
水
が
き

れ
い
に
な
る
わ
け
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
流
域
下
水
道
30
周
年
記
念
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
品
物
募
集
。

来
場
者
に
は
記
念
品
進
呈
。

な
お
、
処
理
場
内
に
は
「
み
な
み

ぽ
り
遊
歩
道
」
と
い
う
小
滝
、
水
路
、

池
が
あ
る
散
歩
道
が
あ
り
ま
す
。
午

前

9
時
ー
午
後
7
時

(11
月

S
3月

は
午
後
5
時
ま
で
）
に
開
園
し
て
い

ま
す
。
見
学
の
際
に
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

▽
問
合
せ
先
11
浅
川
処
理
場

(6581

•9787) 
詈
口
時
・
内
容

1
1
9
月
26
日
山
午
後

1
時
S
4
時
…
世
田
谷
に
残
る
幕
末

/
10
月
3
日
①
午
後
2
時
S
5
時
：
．．
 

深
大
寺
界
隈
を
歩
<
/
17
日
ば
午
後

2
時

S
5
時
…
砂
利
鉄
道
の
夢
の
跡

S
府
中
郷
士
の
森
／
24
日
山
午
前
9

時
30
分

S
午
後
0
時
30
分
…
築
地
界

隈
を
歩
<
/
11
月
7
日
山
午
後
2
時

が
、
せ
ん

S
5
時
…
多
摩
川
崖
線
を
歩
く
・
八

丈
島
の
歴
史
と
風
土

ヱ
定
員

1140
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

▽
費
用

11450
円
（
保
険
料
）
、
交
通

費
等
実
費

▽
申
込
み

1
1
8
月
27
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
「
地
域
を
歩
く
講
座
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
都
立
日

都
立
日
野
高
校
公
開
講
座

「
地
域
を
歩
く
」

浅
川
処
理
場
を
見
学
・
体
験

「
下
水
道
っ
て
な
ー
に
98」
を
開
催

ヽ
琵
g

T
A
M
A
市
民
塾

10
月
生
募
集

野
高
校
公
開
講
座
係
(
〒

1
9
1
1
0
0

2

1
石
田
1
9
0
6
5
8
1
.
7
1
2
3
)

へ

▽
日
時1
1
8月

2
7日
困•
2
8日
②
午

後
1
時
S

4
時
30
分

▽
会
場
11
都
立
七
生
蓑
護
学
校

▽
対
象
11
小
学
生
と
母
親

▽
定
員

11
各
日

8
組
30
人
※
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選

▽
費
用

11
材
料
費
実
費

▽
申
込
み

1
1
8
月
20
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望

H
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
都
立
七
生
養
設
学
校

公
開
講
座
担
当
(
〒

1
9
1
1
0
0
4
2

程
久
保
8
4
3
6
5
9
1
.
1
0
9
5
)

へ

. .  八ヶ岳高原大成荘 ..悶篇喜課開轟玉富悶孟最孟孔篇盟醤市
臨時休館のお知らせ 局合覧 図 民 細 用 の 歌 容 王 場 25講で一民． ．＾せ＜ 書 相は i, 聞う ll 線 l1 日期塾が講

修繕工事のため11月198（木）から26日 云先． だ誼談 ‘3 き ／ あ府府（木）間生‘呻

（木）まで臨時休館させていただきます。
■。421I さ中窓募千方力ざ中中 ll を 10し-． ． ・→い 口集円ほウみ駅グ 10募月よ

なお、 11月178（火）と18日（水）は通常 335 
T 。央
A 公）‘案 Sかンの徒 1 月集かる

・休館となります。ご協力をお願いします。 ■• M 4 内 614セ歌歩 3 し ら ―

• [>問合せ先＝味日野市企業公社（云585 • 1 A 
o 醤 階 ＾ 千 講 l) S 31  日ま開 T

市で
企市円座ン日分ン （土）す講 A

■ -2111) ■ l 民
画役 グ本-プ ＼ ゜す M

1 
配

..___..塾布 調所 に の ほ ラ 99 る A
■■ ■■ ■ ■ ■ ■■ ■■ ■■.............. ~ ~、 整 1 よ抒かザ 年 16市

都
立
七
生
養
護
学
校
公
開
講
座

頑
子
で
バ
ン
を
作
ろ
う
」

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜



第 949号 8/15 一
市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

＊
日
野
盆
栽
水
石
連
盟
「
水
石
と
小

品
盆
栽
の
手
入
れ
講
習
会
」

▽
日
時

1
1
8
月
15
日
午
後
7
時
S

9

時
▽
会
場

11
中
央
公
民
館
▽
費
用

11

500
円
※
教
材
は
各
自
で
ご
持
参
を
▽

問
合
せ
先

11
田
中

(
6
5
8
3
.
1
8
6

1
)
 

＊
日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
日
時

1
1
8
月
23
日
午
前
10
時
30
分

S
正
午
▽
会
場

11
八
王
子
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
▽
内
容
＂
親
業
を
失

格
し
な
い
た
め
に
＼
親
の
成
育
歴
が

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
に
▽
定
員
11200
人

▽
費
用

1
1
1
千
円
（
飲
み
物
付
き
）

▽
問
合
せ
先

11
林

(
6
5
8
5
.
7
8
4

7
)
 

*
9
月
の
多
摩
詩
話
会

▽
日
時

1
1
9
月
13
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
▽
会
場

11
百
草
図
書
館
▽
内
容

＂
講
話
「
現
代

詩
は
真
に
よ
み
が
え

る
か
」
、
作
品
合
評
▽
講
師
＂
最
匠

展
子
氏
（
詩
人
）
▽
費
用

11500
円
▽
問

合
せ
先

11
唐
川

(
6
5
9
2
.
5
5
6
7
)

＊
七
生
福
祉
園
「
夏
ま
つ
り
」

▽
日
程

1
1
8
月
20
日
▽
会
場

11
同
園

▽
時
問
・
内
容

11
午
後
1
時
30
分
S

4
時
…
プ
ー
ル
開
放
／
5
時
S
7
時

30
分
…
盆
踊
り
、
模
擬
店
、
和
太
鼓
、

花
火
※
地
域
の
方
大
歓
迎
。
受
付
で

模
擬
店
利
用
券
を
進
呈
▽
問
合
せ
先

11
七
生
福
祉
園
（
高
橋
6
5
9
1
.
0
0

4
9
)
 

＊
い
き
い
き
ふ
る
さ
と

ひ
の
商

H
夏
ま
つ
り

▽
日
時

1
1
8
月
22
日
・

23
日
午
後
4

時
30
分
S
9
時
※
雨
天
中
止
▽
会
場

11
日
野
中
央
公
園
▽
内
容

11
盆
踊
り
、

模
擬
店
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ミ
ニ
花

火
大
会
※

23
日
に
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
あ
り
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
商

工
会

(
6
5
8
1
.
3
6
6
6
)

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
日
時

1
1
8
月
27
日
午
前
9
時
＼
午

後
2
時
※
雨
天
は

31
日
▽
会
場

11
旭

が
丘
中
央
公
園
※
お
気
軽
に
お
出
か

け
を
▽
問
合
せ
先

11
黒
木

(6587.

1
5
9
1
)
 

畜

食
展
S
学
校
給
食
を
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か

マ
日
時

1
1
8
月
27
日
午
前
10
時
S
午

後
2
時
30
分
※
試
食
は
正
午
か
ら
▽

会
場

11
二
中
食
堂
▽
内
容

11
試
食

（
バ
イ
キ
ン
グ
）
、
包

T
研
ぎ

(
1
人

1
本
）
、
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映
▽
費
用

11
試
食
す
る
方
は
300
円
▽
問
合
せ
先

11
自
治
労
日
野
市
職
員
組
合

(6584

•2784) 
＊
納
涼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

百
日
時

1
1
8
月
27
日
午
後
6
時
30
分

S
9
時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン

ダ
ー
▽
費
用

1
1
1
千
円
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
役
所
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
（
平
野
6
5
8
1
.
0
8
9
1
)

＊
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
を
作
り
、
楽
し

む
会

▽
日
時

1
1
8
月
30
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
多
摩
平
団
地
西
集
会
所
▽

内
容

11
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
煮
込
み
と
フ

ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
▽
費
用

11500
円
▽
申

込
み
先

11
カ
サ
ナ
グ
の
会

(6584.

6
8
8
8
昼
間
）

＊
水
野
洋
子
水
墨
画
展

▽
日
時

1
1
8
月
25
日
S
3
0
日
午
前
10

時
S
午
後
5
時
※

30
日
は
午
後
4
時

ま
で
▽
会
場

11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
内
容

11
花
や
野
菜
な
ど
を
描

い
た
作
品
ほ
か
＞
問
合
せ
先

11
水
野

(
6
5
9
2
.
9
1
1
9
)
 

＊
東
京
コ
ー
ラ
ス
シ
ア
タ
ー
・
オ
ペ

ラ
シ
ョ
ウ
「
カ
ル
メ
ン
」

▽
H
時
1
1
8
月
2
7
H
午
後
2
時
か
ら

と
午
後
6
時
30
分
か
ら
▽
会
場

11
調

布
文
化
会
館
た
づ
く
り
▽
費
用

"
2

千
円
▽
問
合
せ
先

11
野
尻

(
6
5
9
3
.

2
1
1
7
午
後
8
時
以
降
）

＊
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
「
虹
の
家
」

給
食
を
作
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か

▽
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
30
分
ー
午

後
1
時
30
分
く
ら
い
に
、
家
庭
料
理

を
10
人
分
程
度
作
っ
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
▽
問
合
せ
先

11
虹
の
家

(
6

5
8
7
.
2
9
3
7
)
 

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
11
月
に
行
う
バ
ザ
ー
に
、
食
料
品

・
日
用
雑
貨
•
新
品
衣
類
ほ
か
の
提

供
を
。

8
月
20
日
か
ら
受
け
付
け
ま

す
▽
問
合
せ
先

11
心
身
障
害
児
・
者

通
所
訓
練
施
股
「
す
ず
か
け
の
家
」

(
0
5
9
1
.
7
5
6
1
)
 

＊
東
京
日
野
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
硬
式

野
球
）
入
団
説
明
会

▽
日
時

1
1
8
月
22
日
午
前
10
時
S
正

午
叉
盃
場
11
東
部
会
館
▽
対
象

11
小

学
生
男
女
と
保
護
者
▽
問
合
せ
先
II

吉
田

(
6
5
9
1
.
2
1
6
0
夜
問
）

＊
高
齢
者
の
財
産
管
理
・
遺
言
・
相

続
の
無
料
相
談
会

▽
日
時

1
1
8
月

30
日
午
後

1
時

S

5
時

▽
会

場

11
福

祉
支
援
セ

ン
タ
ー
▽
内
容

＂
ボ
ケ
な
い
う
ち
に

し
て
お
く
こ
と
▽
問
合
せ
先

11
日
野

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
石
川

6586

•2916) 
＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
ワ
ン
デ
ー
▽

日
時

1
1
9
月
8
日
午
前
10
時
S
正
午

▽
内
容

11
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
絵
付
け

文
中
高
年
の
社
交
ダ
ン
ス
入
門
▽
日

時
1
1
9
月
8
日
S
1
2
月
8
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
1
時
30
分
S

3
時
マ
内

容

11
ワ
ル
ツ
、
キ
ュ
ー
バ
ル
ン
バ
ほ

か
▼
中
高
年
初
心
者
水
泳
教
室
▽
日

時
1
1
9
月
17
日
S
1
1
月
5
8
の
毎
週

木
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
▽
会
場

11

コ
ニ
カ
健
保
プ
ラ
ザ
プ
ー
ル
▽
対
象

11
泳
げ
な
い
方
▼
幼
児
親
子
の
ひ
ろ

ば
「
パ
ッ
ク
」
言
日
時

1
1
9
月
17
日

S
1
1
月
26
日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
11

時
10
分
S
正
午
▽
対
象

1
1
1
歳
S
2

歳
児
と
親

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

11
同
セ
ン
タ
ー
※
費
用
は
お
問
い
合

わ
せ
を
ヱ
問
合
せ
先

11
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
あ
な
た
も
童
謡
詩
人
、
童
謡
詩
を

募
集

翠
規
定

11400
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
縦

書
き
。

1
編
ご
と
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
▽

費
用

1
1
1
編
1
千
円
マ
甲
込
み

1
1
8

月
31
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
作
品

と
費
用
を
、
多
摩
童
謡
友
の
会
（
〒

2
0
6
1
0
0
1
3
多
摩
市
桜
ケ
丘

1
の

49
の
5
)
へ
※
発
表
は
10
月
18
日
の

三
多
摩
童
謡
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
烹
問

合
せ
先

11
多

8
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

▽
日
時

1
1
9
月
13
日、

10
月
1
1
8
午

前
9
時
S
午
後
3
時
▽
会
場

11
高
幡

不
動
尊
境
内
▽
費
用

"
2
千
円
▽
問

合
せ
先

11
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
日
時

1
1
9
月
27
日
午
前
10
時
＼
午

後
4
時
叉
云
場

11
日
野
中
央
公
園
▽

費
用

1
1
2
千
円
▽
問
合
せ
先

11
リ
サ

イ
ク
ル
市
民
の
会

(
6
0
4
2
7

•73.3338) 
＊
多
摩
韓
道
連
盟
が
新
聞
週
間
の
標

語
を
募
集

▽
地
方
紙
、
タ
ウ
ン
紙
、

C
A
T
V

で
構
成
す
る
同
連
盟
で
は
10
月
15
日

の
新
聞
の
日
に
向
け
て
激
励
の
標
語

375 
． ノ

云

8 -、謡
5 云友摩
5 042の童

を
募
集
※
都
知
事
賞
ほ
か
の
賞
あ
り

▽
応
募
方
法

1
1
9
月
30
日
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
標
語

(
1
枚
2
点
ま
で
）
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
多
摩
報
道
連
盟
(
〒

192_

0
0
4
6
八
王
子
市
明
神
町
2
の
10

の
10
東
京
速
報
社
内
）
へ
▽
問
合
せ

先
11
東
京
速
報
社

(
6
0
4
2
6
.

4
.
7
0
0
0
)
 

4
 

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
10
月
10
日
に
行
う
ハ
ザ
ー
に
、
新

品
衣
類
・
日
用
雑
貨
・
石
け
ん
・
洗

剤
ほ
か
の
提
供
を
。
取
り
に
伺
い
ま

す
▽
問
合
せ
先
＂
至
誠
ホ
ー
ム
軽
費

事
業
部
（
小
林

6
5
2
7
.
0
0
3
1
)

＊
日
野
市
障
害
者
美
術
展
作
品
募
集

▽
11
月
27
日
S
2
9
日
に
市
民
会
館
で

行
う
同
展
に
、
絵
画
・
彫
刻
・
エ
芸

・
書
道
の
作
品
を
募
集
※
当
日
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
▽
問
合
せ
先

11
中
村

(
6
5
8
4
.
4
8
4
0
)

＊
長
編
記
録
映
画
「
在
日
」
の
上
映

会
の
企
画
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か

▽
長
編
記
録
映
画
、
戦
後
在
日
50
年

史
「
在
日
」
の
上
映
会
の
企
画
を

一

緒
に
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
。
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
▽
問
合
せ
先

11
中
野

(
6
5
9
2
.
5
5
5
8
)

＊
市
民
体
育
大
会
、
中
学
校
施
設
9

月
分
抽
選
会
は
6
面

＊
更
年
期
・
肩
こ
り
体
操
▽
日
時

11

8
月
25
日
午
後
7
時
45
分
S
9
時
15

分
▽
会
場1
1勤
労
•
青
年
会
館
▽
持

ち
物

11
バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
可
能
な

服
装
▽
費
用

11500
円
烹
問
合
せ
先
II

柳
原

(
6
5
8
3
.
0
1
6
4
午
後
7
時

以
降
）

＊
日
野
市
ア
ー
チ
H
リ
ー
協
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
講
習
会

▽
日
時

1
1
8
月
30
日、

9
月
6
日
・

13
日
午
後
1
時
S
5
時
▽
会
場

11
南

平
体
育
館
▽
定
員
1115
人
（
先
着
順
）

▽
費
用

1
1
1
日
100
円
▽
申
込
み
先
II

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時

1
1
9
月
3
日
午
前
9
時
S
午

後
5
時
▽
会
場

11
旭
が
丘
中
央
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用

11300
円
（
コ

ー
ト
代
、
保
険
料
）
マ
申
込
み
先
II

＊
絵
画
サ
ー
ク
ル
「
レ
ゾ
ン
ダ
」

▽
隔
週
木
曜
日
午
後
1
時
S
4
時
に

11
建
友
（
東
豊
田
3
の
8
の
4
)
で

▽
内
容

11
水
彩
、
油
彩
▽
対
象

11
社

会
人
▽
費
用

11
月
4
千
円
▽
問
合
せ

先

11
士
方

(
6
5
8
7
.
5
1
7
0
)

＊
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

「
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ー
ク
ル
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
後
2
時
15
分
S
3

時
45
分
に
富
士
電
機
体
育
館
で
▽
費

用
11
入
会
金
500
円
、
月
3
千
円
▽
持

ち
物
＂
上
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
※
初

心
者
歓
迎
ヱ
問
合
せ
先
＂
酒
井

(
6

5
8
6
.
1
9
5
2
午
後
4
時
以
降
）

＊
健
康
体
操
の
集
い

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
S
8
時
40

分
の
自
由
な
時
間
に
二
中
体
育
館
で

▽
内
容
11
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
簡

単
な
ゲ
ー
ム
遊
び
な
ど
▽
費
用

"
2

千
円
※
見
学
歓
迎
▽
問
合
せ
先
I
I
E

E
C
（
井
上

6
5
8
1
.
6
6
8
2
)

さ
ん
し
ょ
う

ひ

す

い

＊
酸
漿
会
翡
翠
支
部
（
俳
句
）

▽
毎
月
第
1
金
曜
日
午
前
10
時
S
午

後
0
時
30
分
に
高
幡
図
書
館
で
※
指

導
あ
り
▽
費
用
11
月
600
円
▽
問
合
せ

先

11
渡
辺

(
6
5
9
1
.
0
8
0
7
)

＊
日
野
ス
ポ
ー
ツ
合
気
道
ク
ラ
ブ

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
S
8

時
30
分
に
南
平
体
育
館
で
▽
対
象
＂

中
学
生
以
上
の
男
女
▽
費
用
11
入
会

金
•
月
共
に2
千
円
※学
生
は
1

千

500
円
▽
問
合
せ
先

11
大
野

(6584.

5
4
3
1
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
エ
ー
ス
」

▽
毎
月
第1
•

第
3
•

第
4

水
曜
日

午
後
1
時
S
4
時
に
中
央
櫂
祉
七
ン

タ
ー
で
▽
対
象
11
中
高
年
者
、
初
心

者
▽
費
用

11
入
会
金
1
千
円
、
月
2

千
円
ヱ
問
合
せ
先

11
岩
田

(6583.

1
0
5
0
)
 

＊
幼
児
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
の
会
」

ア
毎
週
木
曜
日
午
前
中
に
東
部
会
館

で
▽
内
容
11
季
節
の
行
事
、
リ
ズ
ム

遊
び
、
英
語
遊
び
ほ
か
▽
対
象

1
1
1

歳
S
4
歳
児
▽
費
用
11
入
会
金
2
千

円
、
月
3
千
円
▽
問
合
せ
先

11
川
村

(
6
5
8
7
.
6
2
5
4
)
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
▽
問
合
せ
先
11
花

岡

(
6
5
8
4
.
1
1
2
6
夜
問
）

,
 

▽
職
種

11
事
務
職
員

▽
年
齢
・
資
格
11
①
大
学
卒
・
：
昭
和

48
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
て
い

る
か
、
平
成
11
年
3
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
②
短
大
卒
程
度

（
高
校
卒
を
含
む
）
…
昭
和
51
年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
学
校
教
育
法

に
よ
る
短
期
大
学
（
島
等
専
門
学
校

を
含
む
）
、
高
等
学
校
、
高
等
学
校

卒
業
を
条
件
と
す
る

2
年
制
以
上
の

専
門
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
か
、
平

成
11
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方

※
外
国
籍
の
方
の
受
験
も
可
。

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
提
出
書
類
11
①
所
定
の
試
験
申
込

書

（
市
役
所
4
階
職
員
課
、
七
生
・

多
摩
平
両
支
所
で
配
布
）

②
最
終
学

歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
と
成

績
証
明
書

▽
応
募
方
法

1
1
9
月
1
日
因
S
3
日

市
の
職
員
を
券
集

因
午
前
9
時
5
正
午
、
午
後
1
時
S

4
時
に
市
役
所
5
階
504
会
議
室
へ
持

参
※
郵
送
・
代
理
の
申
し
込
み
は
不

可▽
第
1
次
試
験
日

1
1
9
月
⑳
日
①

▽
問
合
せ
先
11
職
員
課

一訂
闘

"5

▽
職
種
・
募
集
人
員

11
歯
科
衛
生
士

…
若
干
人
、
理
学
療
法
士
…
1
人

▽
応
募
資
格
11
有
資
格
者
で
お
お
む

ね
45
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

▽
勤
務
時
間

11
午
前
8
時
30
分
5
午

後
4
時
※
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
給
与
11
時
給
1
千
440
円

▽
応
募
方
法
＂
履
歴

書
（写
真
添
付
）

と
資
格
証
の
写
し
を
市
立
総
合
病
院

(〒

1
9
1
1
0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1

の
1
)

へ
持
参
か
郵
送

▽
問
合
せ
先

11
市
立
総
合
病
院

(
6

5
8
1
.
2
6
7
7
)
 

▽
み
ず
え
の
ぐ
の
世
界
降
旗
孝

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
出
版
部

▽
ァ
ロ
ハ
フ
ラ
ー
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
入

門
日
本
放
送
出
版
協
会

＞
廃
墟
か
ら
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

金
丸
知
好

N
T
T
出
版

マ
現
代
の
非
行
と
少
年
審
判
守

屋
克

彦

勁

草
書
房

翠
〈
陥
住
宅
を
見
分
け
る
法
高

橋
達
央

三
一
書
房

＞
教
養
の
た
め
の
天
文
学
講
義

米
山
忠
興
丸
善

▽
「
町
工
場
」
の
底
力
橋
本
久

義

P
H
P
研
究
所

＞
生
殖
異
変
S
環
境
ホ
ル
モ
ン
の

反
逆
井
口
泰
泉
か
も
が
わ

出
版

＞
日
露
戦
争
の
時
代

吉
川
弘
文
館

井
口
和
起

▽
市
民
の
た
め
の
八
王
子
の
歴
史

樋
口
豊
治
有
峰
書
店
新
社

▽
ア
マ
ゾ
ン
の
不
思
議
発
見
林

美
恵
子
ス
タ
ー
ツ
出
版

▽
日
本
初
め
て
話
題
事
典
富
田

仁
ぎ
ょ
う
せ
い

▽
精
神
分
析
と
い
う
お
仕
事
ア

ダ
ム
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
産
業

図
書

▽
英
語
の
名
句
・
名
言
ピ
ー
タ

ー

・
ミ
ル
ワ
ー
ド
講
談
社

▽
女
の

一
生
に
悔
い
な
し
田
中

澄
江
青
春
出
版
社

▽
わ
た
し
の
流
鍛

吉
村

昭

新

潮
社

▽
四
千
文
字
ゴ
ル
フ
ク
ラ
プ
佐

野
洋
文
芸
春
秋

▽
火
の
山
上
・
下
津
島
佑
子

講
談
社

▽
幕
末
水
滸
伝

三
好

徹

光

文

社
▽
暗
夜
を
渉
る
ロ
バ
ー
ト•
B

・
パ
ー
カ
ー
早
川
書
房

▽
テ
ン
レ
の
物
語
マ
リ
オ
・
リ

ゴ
ー
ニ
・
ス
テ
ル
ン
青
土
社

（
中
央
図
書
館
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

゜
ともに手をとり夢のあるまちに 一
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▲平和をいつまでも

秋
に
行
わ
れ
る
「
新
選
組
i
n
8
野」

の
催
し
の

―
つ
で
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

地
図
で
コ
ー
ス
や
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
が
分
か
り
ま
す
。
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
約
6
.
8
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
1
1
高
幡
不
動
尊
ー
高
幡
•
石

田
・
万
願
寺
・
神
明
ー
日
野
中
央
公
園

②
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

コ
マ
地
図
を
頼
り
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

闘
野
芯
日
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

今
日
8
月
15
日
は
、

53
回
目
の
終
戦

記
念
日
。
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
を
慰
霊

し
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、

正

午
か
ら
1
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま

し
ょ
う
。

戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が
大
半
と
な
っ

た
今
日
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

平
和
へ
の
道
標

と
し
て
後
世
へ
語
り
継
い
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
終
戦
記
念
日
を
機
会
に
、

一
人

ひ
と
り
が
も
う
一
度
「
平
和
」
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
人
命
の
貴
さ
に
つ

い
て
問
い
な
お
し
、
家
族
や
友
人
と
い

っ
し
ょ
に
、
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

、。カ

（
総
務
部
庶
務
課
）

史
跡
め
ぐ
り

ウ
オ
ー
ク
ラ
l
J
1

※
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

巾
．
都
民
税

（第
3
期）

ょ、

．
 

（第
2
期
）
と
国
民
健
康
保
険
税

今
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

一

ビ
ー
ト
ル
ズ
ゴ
ー
バ
ロ
ッ
ク

ー
8
月
30
日
か
ら
前
売
り
受
け
付
け
開
始
ー

ス
ロ
バ
キ
ア
が
生
ん
だ
音
楽
の
マ
ジ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ン
、
ペ
ー
テ
ル
・
ブ
レ
イ
ナ
ー
（
写
▽
公
演
日
時
1
1
1
1
月
2
8
H山
午
後
6
時

真
）
が
、
あ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ナ
ン
バ

30
分
か
ら
※
8
月
30
日
（
午
前
9
時
か

ー
を
変
幻
自
在
に
ア
レ
ン
ジ
。
さ
あ
、
ら
前
売
り
開
始
（
初
日
は
電
話
受
け
付

ど
ん
な
風
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
し
ょ
け
の
み
）

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
曲
目
11
ヘ
イ
・
ジ
ュ
ー
ド
、
イ
エ
ロ

ー
・
サ
プ
マ
リ
ン
、
ヘ
ル
プ
ほ
か

▽
料
金
1
1
3
千
円
（
全
席
指
定
）
※
予

約
制
で
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
市
民
会
館

(
6
5
8
5
.
2

o
l
1
)
 

． 

． 

▽
日
時
1
1
8
月
22
日
由
午
後
3
時
S
9

時、

23
日
①
午
前
10
時
S
午
後
9
時

▽
会
場
11
自
然
体
験
広
場
（
仲
田
小
隣
）

▽
内
容
11
演
劇
、
音
楽
、
映
像
、
美
術
、

舞
踊
、
バ
ザ
ー
、
仮
面
・
仮
装
コ
ン
テ

ス
ト
ほ
か ミ壁竺9

麟アート

フェスティJtl"
ー自然体験広場で一

ン
ト
を
探
し
て
、
約
5
.
4
キ
ロ
を
歩
き

ま
す
。
各
チ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
は
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
11
日
野
中
央
公
園
S
日
野
本

町
・
甲
州
街
道
・
市
内
北
西
部
S
B
野

中
央
公
園

以
上
、
い
ず
れ
も
▽

B
時
1110
月
11

日
①
午
前
9
時
S
午
後
3
時

▽
定
員
11
①
②
合
計
で
400
人

(80
組）

※
2
人
S
5
人
で
1
組
。
10
歳
未
満
の

子
供
は
保
護
者
同
伴
で
。

▽
費
用
1
1
1
人
500
円
（
保
険
料
、
土
方

歳
三
資
料
館
入
館
料
ほ
か
）

▽
申
込
み

1
1
9
月
25
日
②
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
で
、
新
選
組
i
n
H
野
実
行

委
員
会
第
四
部
会
(
〒

191ー

0
0
6
2

多
摩
平
7
の
23
の
23
日
野
市
商
工
会
館

内
回

5
8
6
.
6
0
6
3
)

へ
、
持
参
・
郵

送
ま
た
は

F
A
X
を

マ
甲
込
書
配
付
場
所
11
日
野
市
商
工
会

館
、
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
市
役

所
4
階
企
画
調
整
課
、
七
生
・
多
摩
平

両
支
所
、
ふ
る
さ
と
博
物
館

▽
問
合
せ
先

11
企
画
調
整
課

※
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
、
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
。

▽
問
合
せ
先
11
ひ
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
中
央
公
民
館
内

6
5
8
1
.
7
5
8
o
)
 

寓倉厭八王子へ ？ 平 '9 

旅籠屋「玉屋栄蔵」
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れ、

▲
 

i

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

97
年
6
月
に
改
正
法
が
成
立
し
、
[》

来
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
呻

▲
 血

こ
の
法
は
、
働
く
女
性
が
女
性
で
そ
の
内
容
は
、
募
集
・
採
用
・
配
叩

▲

▼

 

1

あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
差
別
置
転
換
・
昇
進
に
お
け
る
差
別
的
取
[

り
扱
い
が
は
っ
き
り
と
禁
止
一

□``
:t
1.

さ
[
J
v
.

凸一汀
11

て
1
9
7
9

ぃ；
5}

臼
胃

五
旦
｀

8
6年-
♦
▲
保
護
規
定
が
廃
止
さ
れ
た
こ
一

1

4
月
施
行
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
と
に
よ
る
影
響
に
不
安
も
残
り
ま
す
-

▲

▼

 

血
強
制
力
の
な
い
義
務
規
定
に
す
ぎ
な
か
、
よ
り
良
い
方
向
に
活
用
し
て
行
呻▼

 

叫
い
こ
と
な
ど
不
充
分
な
点
が
指
摘
さ
き
ま
し
ょ
う
。
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繹
の
展
史
と
民

OO
⑭

天
保
14
年

(
1
8
4
3
)
8
野
宿
に
参
拝
す
る
た
め
の
講
で
、
各
地
の
富
士

は
大
小
20
軒
の
旅
籠
屋
が
あ
っ
た
が
、
講
が
玉
屋
に
宿
泊
し
た
こ
と
は
、
武
蔵

日
野
宿
の
中
央
、
中
宿
に
あ
っ
た
玉
屋
野
市
や
埼
玉
県
鳩
ヶ
谷
市
の
史
料
に
残

（
原
栄
蔵
）
は
、
間
口
約1
0間

(
1
8
•
さ
れ
て
い
る
。
玉
屋
が
富
士
講
の
定
宿

2
2
い
）
、2
5
0
坪

．‘

e。
•
3

可
）
の
敷
地
に
な
っ
た
の
は
、
か
つ
て
身
禄
が
玉
屋

に
旅
籠
の
建
物
と
4
、
5
棟
の
土
蔵
が
に
宿
泊
し
た
こ
と
や
、
日
野
宿
に
は
府

あ
る
日
野
宿
で
は
上
級
の
旅
籠
屋
で
、
中
宿
や
八
王
子
宿
の
よ
う
に
飯
盛
旅
籠

富
士
講
の
定
宿
で
あ
っ
た
。

や

遊

ぶ

場

所

が
な
か
っ
た
の
で
、
精
進

富
士
（
不
二
）
講
は
、
享
保

(
1
7

を
目
的
と
す
る
旅
に
は
格
好
の
宿
で
あ

1
6
ー
1
7
3
6
)
の
こ
ろ
釦
釈
紀
禄
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
玉
屋
の
地
200

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
富
士
山
を
信
仰
し

2
い
ほ
ど
先
に
は
昔
か
ら
精
進
場
と
呼
ば

れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
、

8
野
渡
船
場

琴

を

渡

っ

て

き

た

一

行

が

こ

こ

で

ポ

塀

箪

を
と
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ぢ

文
化
6
年

(
1
8
0
9
)
正
月
2
日、

江
戸
の
狂
歌
師
と
し
て
有
名
な
大
田
南

畝
（
蜀
山
人
）
は
、
勘
定
奉
行
配
下
の

玉
川
通
普
請
掛
り
勘
定
方
の
役
人
と
し

て
多
摩
川
治
水
の
命
を
受
け
て

8
野
の

周
辺
を
訪
れ
、
玉
屋
に
宿
泊
し
た
こ
と

を

「調
布
日
記
j

に
記
し
て
い
る
。

幕
末
の
動
乱
期
に
な
る
と
、
玉
屋
の

主
人
孝
之
助
は
、
日
野
宿
の
下
名
主
佐

藤
彦
五
郎
の
長
屋
門
の
一
角
に
あ
る
道

場
で
天
然
理
心
流
の
剣
術
の
稽
古
に
励

む
よ
う
に
な
り
、
八
坂
神
社
に
残
さ
れ

て
い
る
門
人
た
ち
の
奉
納
額
の
中
に

「
原
孝
之
助
」
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
慶
応
3
年
(
1
8
6
7
)
1
2

月
1
5
8
、
倒
幕
の
た
め
に
動
き
だ
し
た

薩
摩
藩
士
ら
を
八
王
子
宿
で
襲
撃
し
た
、

壺
伊
勢
屋
事
件
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

玉げユ
禽


